


vfosterとは？

vfosterにご入会を！

- 精神障害者の就労支援に取り組む
  経営者の集まり -

企業、福祉、医療、行政
それぞれの取り組みの橋渡し
地域の取り組みを全国につなぐ

vfoster は、精神障害者に働く機会を提供して雇
用現場で社会生活の訓練を引き受けていた経営
者の団体です。前身含めて約30年の活動経験を
基に、地域の企業実践と行政、福祉、医療の橋
渡しを行い、働く意欲を持つ精神障害者はもとよ
り、皆が働きやすい職場づくりを目指したメンタ
ルケアの枠組み作りに取り組んでいます。

会員区分 会費（年額）
個人会員／個人賛助会員 5,000 円（当事者は半額）

団体会員／団体賛助会員
Ａ（従業員 301名以上）
Ｂ（従業員 201 - 300名）

Ｃ（従業員 51 - 200名）

100,000 円
60,000 円
40,000 円
20,000 円

vfoster 検　索

主な活動
● 精神・発達障害者の雇用マネジメント サポート事業（SPIS普及活動）

● 精神・発達障害者の就労に関する啓発活動
）作制の料資発啓、催開の会修研・ーナミセ（

● 精神・発達障害者の就労に関する調査・研究活動

● 精神・発達障害者の雇用主、支援機関、行政機関、当事者の
　 全国的ネットワークづくり

● 職域メンタルヘルスの環境整備 サポート事業（ストレスチェック システムの提供）

● 精神・発達障害者の就労・雇用の促進を図るための政策提言・要望活動

会員区分 会費（年額）
個人会員／個人賛助会員 5,000 円（当事者は半額）

団体会員
Ａ（従業員 301名以上）
Ｂ（従業員 201～ 300名）
Ｃ（従業員  51～ 200名）
Ｄ（従業員 50名以下）

100,000 円
60,000 円
40,000 円
20,000 円

20,000 円団体賛助会員 １口 から １口



　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（
障
害
者
雇
用
促
進
法
）」
の
三
条
か
ら
五
条

に
わ
た
っ
て
法
の
基
本
的
理
念
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
。ポ
イ
ン
ト
と
な
る
条
文
を
引
用
す
る
と
、

「
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
は
、経
済
社
会
を
構

成
す
る
労
働
者
の
一
員
と
し
て
、職
業
生
活
に

お
い
て
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
与
え
ら

れ
（
第
三
条
）
、か
つ
職
業
に
従
事
す
る
者
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、自
ら
進
ん
で
、そ
の
能
力
の

開
発
及
び
向
上
を
図
り
、有
為
な
職
業
人
と
し

て
自
立
す
る
よ
う
に
努
め
る
（
第
四
条
）」
、と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
が
障
害
者
雇
用
と
し
て
法
で
定
め
て

い
る
の
は
「
有
為
な
職
業
人
と
し
て
の
自
立
が

前
提
と
な
っ
た
姿
」
で
す
。と
こ
ろ
が
、最
近
で

は
C
S
R
の
観
点
か
ら
の
み
障
害
者
雇
用
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、雇
用
率
達
成
の
た
め
の

＊「
雇
用
率
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
蔓
延
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
当
会
設
立
以
来
（
1
9
8
8

年
）
、小
規
模
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
雇
用
率

の
た
め
で
は
な
く
、と
も
に
生
き
る
、共
生
と
い

う
観
点
と
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
企
業
の
成
長
、生
産
性
の
向
上
に
工
夫
し

て
い
る
姿
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
2
0
1
9
年
12
月
か
ら
東
京
都
の

事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
」の
具
体
的
な
事
例
を
2
件
、紹
介
い

た
し
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
福
祉
的
な
就
労

と
は
一
線
を
画
し
、働
き
た
い
気
持
ち
は
持
っ
て

い
る
が
、市
場
原
理
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
就
労
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
方
々
に
、訓
練

と
就
労
の
場
を
提
供
す
る
活
動
で
す
。

　

私
た
ち
が
進
め
る
日
本
財
団
助
成
事
業
「
事

例
か
ら
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
は
、こ
の

よ
う
な
実
践
事
例
を
広
く
社
会
に
広
め
、イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
・
グ
ロ
ー
ス
（
と
も
に
働
き
、と
も

に
成
長
す
る
社
会
）
実
現
の
た
め
の
企
業
経
営

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
ご
と
に
形
成
す
る

活
動
で
す
。最
後
に
障
害
者
雇
用
促
進
法 

第
五

条
（
事
業
主
の
責
務
）
を
ご
紹
介
し
て
巻
頭
言

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

障
害
者
雇
用
促
進
法 

第
五
条
（
事
業
主
の
責
務
）

第
五
条
「
す
べ
て
事
業
主
は
、障
害
者
の
雇
用

に
関
し
、社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、障
害

者
で
あ
る
労
働
者
が
有
為
な
職
業
人
と
し
て

自
立
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
対
し
て
協
力
す
る

責
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、そ
の
有
す
る

能
力
を
正
当
に
評
価
し
、適
当
な
雇
用
の
場
を

与
え
る
と
と
も
に
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
り
そ
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

NPO 法人 全国精神保健職親会

４号 刊行によせて

理事長  中川 均

＊参考：障害者と関わるのは面倒？ 外注ビジネスで露呈した「社会の本音」
（ 山田 奈緒 ）  |  現代ビジネス  |  講談社（1/5）

https://gendai.ismedia.jp/articles/-/69028
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東
京
都
が
全
国
初
の
認
証
制
度
を
開
始

２
０
１
９
年
12
月
に
、東
京
都
が「
都
民
の
就
労
の
支
援
に
係
る
施
策
の
推
進
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
の
創
設
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」（
通
称
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
条
例
）
を
制
定
し
ま
し
た
。

電
車
内
の
広
告
に
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
都
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
と
は
、
社
会
的
企
業
と
訳
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
働
き
た
く
て
も
就
労
で
き
な

い
人
々
に
、
訓
練
や
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
予
算
で
は
な
く
市
場
で
の
取
引
に
よ
っ
て

経
済
的
に
自
立
し
活
動
す
る
企
業
・
団
体
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
誕
生

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
は
、
１
９
７
０
年
代
に
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
エ
ス
テ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
ト
リ
エ

ス
テ
に
１
２
０
０
名
が
入
院
す
る
精
神
病
院
が
あ
り
ま
し
た
。
精
神
科
医
で
院
長
の
バ
ザ
ー
リ

ア
医
師
が
、
精
神
障
害
者
の
人
権
侵
害
に
心
を
痛
め
、
退
院
促
進
し
、
外
来
診
療
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
脱
施
設
化
が
進
み
、
イ
タ
リ
ア
は
世
界
初
の
精
神
科
病
院
廃
絶
法
施
行
に
進
み
ま
す
（
通
称

バ
ザ
ー
リ
ア
法
）。
精
神
科
病
院
の
新
設
、
す
で
に
あ
る
精
神
科
病
院
へ
の
新
規
入
院
、
１
９
８
０
年

末
以
降
の
再
入
院
を
禁
止
し
、
予
防
・
医
療
・
福
祉
は
原
則
と
し
て
地
域
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
機
関

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
院
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、精
神
障
害
者
が
働
く
場
を
作
ら
な
く
て
は
、

と
、
市
民
と
と
も
に
働
く
フ
ラ
ン
コ
バ
ザ
ー
リ
ア
労
働
共
同
組
合
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
社
会
的
共

同
組
合
は
法
制
化
も
さ
れ
、
国
民
の
認
知
も
得
て
い
き
ま
す
。
共
同
組
合
の
思
想
の
原
型
は
中
世
か

ら
あ
り
、イ
タ
リ
ア
国
民
に
は
馴
染
み
の
あ
る
就
労
形
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。そ
の
後
イ
タ
リ
ア
で
は
、

精
神
障
害
者
だ
け
で
は
な
く
社
会
的
に
不
利
な
立
場
の
人
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
い
く
形
に
発
展
し
、

そ
の
流
れ
は
世
界
中
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
厚
生
労
働
省
を
経
て
環
境
省
事
務
次
官
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
、
炭
谷
茂
氏
（
恩
賜

財
団
済
生
会 

理
事
長
）
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
を
立
ち
上
げ
、
調
査
研
究
、
啓
蒙
啓
発
の

先
頭
に
立
っ
て
お
り
、
東
京
都
の
条
例
制
定
の
際
に
も
、
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
多
種
多
様
な
就
労
困
難
者

日
本
国
憲
法
第
27
条
に
は
、「
す
べ
て
国
民
は
勤
労
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
ふ
。」
と
あ
り

ま
す
。
働
く
こ
と
は
国
民
の
権
利
で
す
。
し
か
し
実
態
は
、
市
場
で
評
価
さ
れ
な
い
人
は
採

用
さ
れ
ず
、
自
営
業
以
外
で
は
働
け
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
差
別
、

ま
た
周
囲
か
ら
は
判
定
し
づ
ら
い
心
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
障
害
者
の
他
に
も
、難
病
患
者
、高
齢
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
引
き
こ
も
り
経
験
者
、
児
童
養
護
施
設
出
身
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
刑
務
所
出
所
者
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
次
々
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

4

ソーシャルファーム
について考える

特  

集
文・三鴨 岐子

公益財団法人 東京しごと財団  HPより

就労困難者が必要なサポートを受けながら他の従業員と共に働く企業。
就労困難者にとって理想的なソーシャルファームはどのように誕生し、

またどこへ進んでいくのか。
NPO法人 全国精神保健職親会

理事
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例
え
ば
障
害
者
に
は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
っ
て
、
就
労
へ
の
支
援
策
が
あ
り
ま
す
。
施
策
で
定

め
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、「
認
定
」
が
付
き
も
の
で
す
が
、
行
政
が
定
め
た
認
定
の

範
囲
内
に
い
な
い
人
は
、
い
わ
ゆ
る
「
制
度
の
狭
間
」
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
就
労
困

難
の
理
由
は
障
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
理
想
と
現
実
を
ど
う
埋
め
る
の
か
。ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
が
中
間
的
な
就
労
の
場
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
を
防
げ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
課
題
①

資
本
主
義
経
済
の
中
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
も
当
然
企
業
同
士
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
従
業
員
の
事
情
を
補
っ
た
上
で
、
成
果
を
上
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
必
要
と
な
る
、
難
易
度
の
高
い
経
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
従
業
員
の
働
き
に
よ
る
優
良
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
市
場
に
お
い
て
評
価
さ
れ
、
生
き
残
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
に
と
っ
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
が
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
り
、
そ
の
企
業
を
支
え
よ
う
（
直
接
的
な
購
買
や
外
部

支
援
な
ど
）と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
つ

い
て
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
に
よ
る
税
法
上
の
優
遇
や

優
先
調
達
な
ど
の
公
的
支
援
も
望
ま
れ
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
課
題
②

多
様
な
就
労
困
難
者
を
雇
用
し
て
い
く
の
に
は
、
内
部
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

仕
事
を
覚
え
、
遂
行
し
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
教
育
訓
練
で
す
。
就
労
経
験
が
少
な
い
人
は
、

知
識
が
少
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
し
て
い
く
か
。
知
識
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
自
分
に
対
す
る
信
頼
感
（
自
己
肯
定
感
、
自
己
効
力
感
な
ど
）
を
持
て
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
こ
と
。
ま
た
、
体
力
不
足
な
ど
や
家
庭
の
事
情
に
配
慮
し
た
雇
用
管
理
も
必
要
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
お
け
る
「
職
親
」

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
お
け
る
就
労
困
難
者
の
雇
用
に
は
、
単
な
る
数
合
わ
せ
の
障
害
雇
用
な
ど

と
は
全
く
異
な
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
自
体
が
社
会
問
題
の
解
決
と
な
る
、
そ
の
よ
う

な
組
織
を
け
ん
引
す
る
経
営
者
が
、困
難
を
抱
え
る
従
業
員
に
対
し
て
深
い
理
解
を
示
し
、「
職
親
（
職

場
の
親
）」
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
の
精
神
保
健
福
祉
法
改
正
で
根
拠
条
文
が
削
除
さ
れ
、
自
治
体
の
自
主
事
業
と
な
っ
た

社
会
適
応
訓
練
事
業
所
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
社
会
適
応
訓
練
事
業
所
と
し
て
自
社
に
精
神
障

害
者
の
社
会
参
加
や
就
労
訓
練
の
場
を
提
供
し
て
き
た
企
業
経
営
者
の
思
い
が
、
時
代
を
超
え
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
を
込
め
て
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　山田 洋次 監督作品 『男はつらいよ』 の舞台
である東京葛飾柴又のとらや。 その裏にある 

「朝日印刷」 を経営する社長をご存知だろう
か？ 主人公の車 寅次郎が、「タコ社長」 と呼
ぶ彼の本名は桂 梅太郎。 印刷工だった梅太
郎は昭和 21 年に妻と起業します。 朝日印刷で
は、寅次郎の妹さくらの夫、博が働いています。
博は思慮深く、 控えめながらも時々寅次郎にア
ドバイスするインテリです。 実は博は大学教授
である父に反発し上京、 新宿でフラフラしてい
るところを梅太郎に拾われた、という設定です。

　朝日印刷には博のような不良青年や中学を出
たばかりの少年などが雇用されています。 戦後
の高度成長期、 未経験だろうがなんだろうが
若者は 「金の卵」 と呼ばれた時代ですが、 ま
だまだ子どものような 15 歳や素行不良の者な
ど、 多様な人たちに仕事を教え、 人生までも
伴走していくのは並大抵なことではない、 と推
察できます。「即戦力が欲しい」 などとは考え
ずに、 長い目で見ながら親身に育てていくタコ
社長は、元祖 「職親」 の一人かもしれません。
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Social Firm
special feature



刑
務
所
出
所
者
と
の
出
会
い

　

代
表
取
締
役 

平た
い
な
か
　
ひ
ろ
ゆ
き

中
洋
行
社
長

は
、
10
代
で
建
設
業
界
に
入
り
、20

年
に
わ
た
る
勤
務
の
後
、２
０
１
１

（
平
成
23
）年
に
独
立
開
業
し
ま
し

た
。奥
さ
ま
の
い
づ
み
さ
ん
と
の
息
の

合
っ
た
二
人
三
脚
で
、丁
寧
に
従
業
員

の
面
倒
を
見
な
が
ら
、社
業
を
切
り

盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
設
立
当
時
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
を
出
し
て
も
な
か
な
か
採
用
に

結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。よ
う
や

く
採
用
で
き
た
人
が
、し
ば
ら
く
す

る
と
出
勤
し
な
く
な
り
色
々
と
事
情

を
聞
く
と
、実
は
少
年
院
に
収
監
さ

れ
た
経
験
の
あ
る
人
だ
っ
た
こ
と
を

後
で
知
り
ま
し
た
。建
設
業
界
に
は
、

本
当
に
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
人
が
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る

出
来
事
で
し
た
。そ
の
後
、犯
罪
・
非

行
の
前
歴
の
た
め
に
定
職
に
就
く
こ

と
が
難
し
い
刑
務
所
出
所
者
を
、そ

の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
し
、

改
善
更
生
に
協
力
す
る
＊「
協
力
雇
用

主
制
度
」
を
知
り
ま
す
。

＊「
協
力
雇
用
主
制
度
」

ーーーーー
本
人
へ
の
接
し
方
や
配
慮

す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
は
、保
護

観
察
所
が
相
談
に
乗
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、心
理
学
・
教
育
学
・

社
会
学
等
の
専
門
的
知
識
を
も
つ

国
家
公
務
員
で
あ
る
保
護
観
察
官

及
び
地
域
性
・
民
間
性
を
も
つ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
保
護
司
か
ら

助
言
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、「
更
生
保
護
就
労
支
援

事
業
」
に
お
い
て
、採
用
段
階
か
ら

採
用
後
最
長
６
か
月
ま
で
本
人
へ

の
接
し
方
や
雇
用
管
理
に
関
す
る

相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
観
察
の
対
象
と
な
っ
た
人
な

ど
を
雇
用
し
、就
労
継
続
に
必
要

な
生
活
指
導
や
助
言
な
ど
を
行
う

協
力
雇
用
主
に
対
し
、年
間
最
大

72
万
円
の
奨
励
金
が
出
ま
す
。

（
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

美
紘
建
興
は
、協
力
雇
用
主
と
し

て
登
録
し
、
全
国
の
刑
務
所
か
ら
の

応
募
を
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
社
員
16
名
中
、
7
名
が
刑
務

所
出
所
者
で
す
。
ま
た
、
偶
然
会
社

の
近
く
に
更
生
保
護
施
設
が
あ
り
、

５
、６
年
前
か
ら
数
名
が
働
き
に
来

て
い
ま
す
。
施
設
長
か
ら
の
絶
大
な

信
頼
と
、
働
く
人
た
ち
の
口
コ
ミ
で

「
美
紘
建
興
は
働
き
や
す
い
良
い
会

社
だ
」
と
言
う
人
が
多
く
、
次
々
と

入
社
し
て
い
ま
す
。

6

働きづらい人とともに働くには、彼らを理解し、安心して働ける環境を作り上げる経営者が必要です。
東京都が発表したソーシャルファーム認証企業への取材から、

経営者の理念の根底に流れる 「職親マインド」 を 探っていきます。
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ソーシャルファーム企業を訪ねて

interview 01

働
く
力
を
社
会
に
つ
な
ぐ

美み
ひ
ろ
け
ん
こ
う

紘
建
興
株
式
会
社

美紘建興株式会社
東京都 町田市金森東 2-10-12
代表取締役  平中 洋行
設  立   2013 年

令和 3 年度 認証企業



出
所
者
な
ら
で
は
の
苦
労

　

出
所
者
の
人
達
に
顕
著
な
傾
向
は
、

「
人
と
の
信
頼
関
係
構
築
が
上
手
で

な
い
」
こ
と
だ
、
と
平
中
社
長
は
話

し
ま
す
。

　

会
社
で
用
意
し
た
家
に
入
居
し
て

も
ら
い
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た
と

思
っ
た
矢
先
に
、
荷
物
を
す
べ
て
置

き
去
り
に
し
て
失
踪
し
て
し
ま
っ
た

人
も
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
最
初

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住

居
が
固
定
す
る
と
昔
の
借
金
取
り
に

見
つ
か
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
自
己
破
産
な
ど

を
し
て
、
債
務
を
整
理
す
る
必
要
が

出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

社
長
夫
妻
の
想
い

　

平
中
社
長
は
、「
自
分
に
恩
を
返

し
て
欲
し
い
気
持
ち
は
全
く
な
く
、

た
だ
自
分
の
足
で
し
っ
か
り
と
歩
ん

で
欲
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

社
員
が
急
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、
部
屋
の
後
か
た
づ
け
に
向

か
う
の
は
奥
様
の
い
づ
み
さ
ん
で
す
。

「
部
屋
は
汚
い
ま
ま
だ
し
、
と
ん
で

も
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
楽
し
く
な

ん
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
仰
る
い
づ
み

さ
ん
で
す
が
、
そ
の
顔
は
な
ぜ
か
笑

顔
で
す
。
大
変
な
人
と
沢
山
関
わ
る

け
れ
ど
、
そ
の
う
ち
の
た
っ
た
一
人
で

も
、
働
い
て
楽
し
そ
う
に
し
て
く
れ

れ
ば
、
嬉
し
い
と
話
し
ま
す
。

　

迷
惑
を
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
彼
ら
に

共
感
で
き
て
し
ま
う
。
様
々
な
育
成

歴
は
本
人
の
せ
い
で
は
な
い
部
分
が

あ
る
。
親
か
ら
の
虐
待
体
験
や
ネ
グ

レ
ク
ト
な
ど
に
よ
り
、
認
知
が
歪
み
、

も
の
す
ご
く
寂
し
が
り
屋
だ
っ
た
り
、

「
弱
い
と
思
わ
れ
た
く
な
い
」
気
持

ち
か
ら
、
荒
々
し
い
振
る
舞
い
を
し

て
し
ま
う
な
ど
、
生
活
し
づ
ら
い
若

者
を
沢
山
見
て
き
た
そ
う
で
す
。
世

の
中
の
人
か
ら
の
理
解
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に		

応
募
し
た
き
っ
か
け

　

保
護
観
察
所
の
方
か
ら
、
東
京
都

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
制
度
の
話
を

聞
き
、
応
募
し
て
み
ま
し
た
。
新
規

開
設
で
は
な
い
既
存
の
事
業
所
は
、

こ
れ
か
ら
新
た
な
人
を
雇
っ
て
い
く

時
に
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

春
に
入
社
の
社
員
か
ら
、
人
件
費
の

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

社
長
の
プ
ラ
イ
ド

　

色
々
な
事
情
を
抱
え
る
社
員
を
雇

用
し
て
い
ま
す
が
、
急
な
欠
勤
な
ど

で
仕
事
に
穴
を
あ
け
て
し
ま
っ
て
も

現
場
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
だ
け
は

し
な
い
こ
と
が
、
平
中
社
長
の
プ
ラ

イ
ド
で
す
。

　

働
き
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
、
勤

務
が
安
定
し
な
い
従
業
員
も
い
ま
す

が
、「
お
前
な
ら
で
き
る
は
ず
だ
よ
」

と
励
ま
し
続
け
る
こ
と
で
、
段
々
と

安
定
し
て
き
ま
す
。
経
験
を
重
ね
、

現
場
で
頼
ら
れ
て
自
信
も
生
ま
れ
、

社
長
が
「
職
長
候
補
に
し
た
い
」
と

考
え
る
社
員
も
出
て
き
た
そ
う
で

す
。

社
員
が
話
し
た
く
な
る		

社
長
・
職
親

　

今
回
の
取
材
は
、と
っ
ぷ
り
日
も

暮
れ
た
夕
方
、
現
場
仕
事
が
終
わ
っ

た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
事
務
所
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。道
路
か
ら
見
え
る

会
社
の
打
合
せ
ル
ー
ム
だ
っ
た
の
で
す

が
、取
材
中
も
数
名
の
社
員
さ
ん
が
、

社
長
と
話
す
た
め
に
外
か
ら
打
合
せ

ル
ー
ム
を
覗
い
て
い
く
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

平
中
社
長
と
い
づ
み
さ
ん
は
、
仕

事
の
み
な
ら
ず
、生
活
全
般
、ひ
い
て

は
人
生
ま
で
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

「
職し
ょ
く
お
や親
」
そ
の
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

法
定
雇
用
率

達
成
の
た
め
に

障
害
の
あ
る
人

を
雇
う
企
業
が

増
え
、「
仕
事
と

関
係
な
い
生
活

面
の
サ
ポ
ー
ト

は
外
部
支
援
機

関
に
任
せ
よ
う
」

と
言
わ
れ
る
場

面
が
多
い
中
、稀

有
な
存
在
で
あ

る
と
感
じ
る
会

社
で
し
た
。

7

平中家のアイドル ティオちゃん

社員を支える 平中 いづみさん

職人集団を引っぱる 平中社長

研修風景
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代表の新井さんがＺＯＯＭで取材に
応じてくださいました。
また、 新井さんのご著書を参考に
記事を構成しています。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
先
が
け

　

令
和
４
年
度
東
京
都
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
企
業
に
予
備
認
証
さ
れ
た

埼
玉
福
興
株
式
会
社
は
、日
本
を
代

表
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
う
ち
の
１
社
で
す
。

　

１
９
９
３
年
に
埼
玉
県
熊
谷
市

で
、障
害
者
の
生
活
寮
事
業
を
開
始

し
、現
在
は
「
障
害
者
施
設
の
管
理
・

運
営
」「
農
産
物
の
生
産
・
販
売
」「
障

害
者
の
自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、埼
玉
県
、群

馬
県
に
あ
る
系
列
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
多
機
能
事
業

所
を
そ
れ
ぞ
れ
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

本
社
は
埼
玉
県
で
す
が
、こ
の
た

び
、東
京
都
内
に
も
事
業
所
を
出
す

こ
と
に
な
り
、
都
か
ら
「
予
備
認
証
」

を
受
け
ま
し
た
。（
実
際
に
雇
用
し

事
業
を
開
始
し
た
後
、現
地
調
査
を

経
て
正
式
認
証
と
な
り
ま
す
。）

住
む
場
所
の
確
保
か
ら		

仕
事
作
り
へ

　

代
表
の
新
井
利
昌
さ
ん
が
大
学
生

だ
っ
た

１９
歳
の
時
、縫
製
工
場
を
営
む

お
父
様
が
、障
害
者
の
生
活
寮
を
始

め
る
こ
と
と
な
り
、自
宅
の
２
階
の
全

て
を
障
害
者
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

改
装
し
、い
き
な
り
４
名
の
寮
生
と
の

共
同
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。新
井

さ
ん
家
族
は
、彼
ら
と
生
活
を
と
も
に

す
る
う
ち
に
、「
障
害
者
が
行
く
場
所

も
勤
め
る
場
所
も
な
い
」こ
と
を
知
り

ま
し
た
。そ
れ
を
不
憫
に
思
っ
た
新
井

さ
ん
の
ご
両
親
が
、縫
製
工
場
の
糸
く

ず
回
収
な
ど
の
簡
易
な
仕
事
を
作
り

ま
し
た
が
、手
を
貸
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
が
多
く
、経
営
効
率
が

悪
く
な
っ
た
た
め
、思
い
切
っ
て
縫
製

工
場
を
や
め
て
、障
害
者
が
活
躍
で
き

る
下
請
け
業
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。一

番
は
じ
め
に
生
活
す
る
場
所
の
確
保

が
あ
り
、次
に
必
然
と
な
る
職
場
を

作
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
発
祥
の
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
エ

ス
テ
の
歴
史
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
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収穫祭の音楽イベント

きゅうりの検品

新井社長のZoomの背景はオリーブ畑の写真です

ソーシャルファーム企業を訪ねて

interview 02

大地に根ざし、

生きる職場をつくる

埼
さいたまふっこう

玉福興株式会社

埼玉福興株式会社
埼玉県熊谷市弥藤吾 2397-8
代表取締役  新井 利昌
設  立   １９９６年

認証手続き中

令和 4 年度 予備認証企業

農福一体のソーシャルファーム
～埼玉福興の取り組みから～

創森社  刊  ２０１７年 1 1月２０日



農
業
へ
の
シ
フ
ト

　

縫
製
関
係
の
下
請
け
が
縮
小
し
、

様
々
な
製
品
の
組
み
立
て
な
ど
の
内

職
作
業
を
請
け
負
い
ま
し
た
が
、
働

く
メ
ン
バ
ー
が
よ
う
や
く
作
業
を
覚

え
る
と
仕
様
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
変

化
の
速
さ
、
機
械
化
や
海
外
シ
フ
ト

に
よ
る
仕
事
減
な
ど
が
あ
り
、
困
難

に
直
面
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
・
物
資
不
足
を
経
験

し
て
い
る
ご
両
親
は
、
障
害
者
の
生

活
の
ケ
ア
を
す
る
人
間
と
し
て
、「
ど

ん
な
事
態
に
な
っ
て
も
食
事
を
提
供

す
る
義
務
が
あ
る
」
と
の
強
い
思
い

が
あ
り
、
２
０
０
４
年
か
ら
農
業
へ

の
参
入
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
農

作
業
な
ら
作
業
工
程
を
分
解
す
る
こ

と
で
ど
ん
な
障
害
の
人
に
で
も
仕
事

を
合
わ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
期
待
も
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
こ
そ
農
業
へ
の
参
入
障
壁

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
取
り
組
み
を

支
援
し
て
く
れ
る
周
辺
の
農
家
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
さ
ら
に
農
地
法
な

ど
の
法
律
の
改
正
が
追
い
風
と
な
り
、

２
０
０
７
年
に
は
農
業
生
産
法
人
の

認
可
を
得
ま
し
た
。
埼
玉
県
で
異
業

種
か
ら
の
認
可
取
得
は
、
初
の
事
例

で
す
。
現
在
で
は
年
間

６０
ト
ン
も
の

玉
ね
ぎ
を
収
穫
す
る
ま
で
に
発
展
し

て
い
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
の
匠

　

新
井
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
埼
玉

福
興
の
話
は
、
絶
妙
で
見
事
な
「
組

み
合
わ
せ
」
の
連
続
で
す
。
生
活
寮

事
業
と
農
業
、
株
式
会
社
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

障
害
者
と
農
作
業
、
地
域
と
行
政
、

地
元
と
周
辺
地
域
、
耕
作
放
棄
地
と

オ
リ
ー
ブ
栽
培
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
と

ア
ー
ト
、
そ
し
て
人
と
人
。
い
く
ら

紙
面
を
割
い
て
も
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
溢
れ
る
ア
イ
デ
ア
と
そ
れ
を

即
行
動
に
移
す
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
源

は
、
生
活
寮
を
始
め
た
時
に
、
入

居
す
る
人
を
全
く
選
べ
な
か
っ
た
経

験
か
ら
新
井
さ
ん
の
心
に
深
く
刻
ま

れ
た
、「
ど
ん
な
人
に
も
生
活
と
働

く
場
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
へ
の
理

解
だ
と
感
じ
ま
す
。
新
井
さ
ん
に
は
、

「
仕
方
な
い
か
ら
」
と
諦
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
れ
は
、

働
き
づ
ら
い
人
々
に
無
理
を
強
い
て

仕
事
に
合
わ
せ
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

無
理
な
く
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
働
け

る
仕
事
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と

な
の
で
す
。

共
生
の
原
点

　

生
活
寮
を
始
め
た
当
時
、
新
井
さ

ん
家
族
３
人
が
、
必
死
に
寮
生
の
面

倒
を
み
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
満
載
で
相
当

な
ご
苦
労
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
当

時
は
支
援
し
て
く
れ
る
人
を
雇
う
こ

と
も
で
き
ず
、
障
害
が
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
、
と
に
か
く
そ
こ
に
い
る
メ

ン
バ
ー
で
手
分
け
し
て
な
ん
と
か
や
っ

て
い
く
し
か
な
か
っ
た
、
と
回
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

ーーーーー
食
事
は
寮
母
を
務
め
る
母

（
新
井
松
江
）が
つ
く
る
が
、
掃
除
や

洗
濯
は
寮
生
で
行
う
。
洗
濯
物
を
集

め
る
係
、
洗
濯
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
係

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
特
性
に
応
じ
て

分
担
し
て
い
る
。
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
や
る
。
や
れ
な
い
人
が
い
れ
ば
代
わ
っ

て
や
っ
て
お
く
。
や
っ
て
も
ら
っ
た
人
は

感
謝
す
る
。（
中
略
）
寮
生
は
、
み
ん

な
家
族
と
し
て
「
生
き
る
仲
間
」
だ
。

著
書
『
農
福
一
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム 

～
埼
玉
福
興
の
取
り
組

み
か
ら
～
』（
Ｐ
24  　　
）

　

こ
の
文
章
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
の
あ
る
べ
き
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
企
業
と
福
祉
の
生
活
の
場
で

は
、
受
け
入
れ
る
ス
タ
ン
ス
が
全
く

違
う
、
と
感
じ
る
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、

理
由
は
ど
う
あ
れ
「
共
に
働
く
」
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か

を
考
え
、
実
行
し
続
け
る
経
営
者
の

姿
で
す
。
新
井
さ
ん
は
企
業
経
営
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、

目
指
す
姿
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

何
を
目
指
す
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手

法
を
取
り
入
れ
る
の
か
。
多
く
の
人

が
就
労
困
難
者
に
な
り
う
る
時
代
に
、

「
職
親
」
と
し
て
考
え
る
べ
き
テ
ー

マ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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多
く
の
方
々
の
尽
力
や
政
策
・
施

策
の
後
ろ
盾
も
あ
り
、こ
の
十
数
年

で
障
害
者
雇
用
は
大
き
く
進
展
し
ま

し
た
。一
方
で
雇
用
率
を
重
視
す
る

量
的
施
策
の
弊
害
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、厚
生
労
働
省
は
雇
用
の
内
容
を

重
視
す
る
質
的
施
策
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
ま
す
。2
0
2
1
年
6
月
に

出
さ
れ
た
「
障
害
者
雇
用
・
福
祉
施

策
の
連
携
強
化
に
関
す
る
検
討
会

報
告
書
」
で
も
、「
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
働
く
社
会
」 

を
目
指

し
、当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

「
一
般
就
労
」の
実
現
と
そ
の
質
の
向

上
に
向
け
て
、本
人
、雇
用
事
業
者
、

地
域
の
就
労
支
援
機
関
を
含
む
す
べ

て
の
関
係
者
が
最
大
限
努
力
す
る
と

い
う
基
本
的
考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
実
際
の
雇
用
現
場
で
は
、

精
神
障
害
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
課
題
や

対
応
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
理
解

は
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。多

く
の
企
業
が
施
策
制
度
や
支
援
機

関
な
ど
の
情
報
を
持
た
ず
に
無
支
援

の
ま
ま
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
お

り
、そ
れ
ら
の
職
場
で
は
当
事
者
の

安
定
し
た
就
労
継
続
に
困
難
を
抱

え
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。そ
し
て
、

障
害
者
雇
用
を
支
え
る
就
労
支
援

機
関
も
、当
事
者
の
個
別
支
援
に
終

始
し
て
い
る
こ
と
が
大
半
で
、雇
用

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
や

組
織
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
っ
た

企
業
全
体
を
意
識
し
た
支
援
に
は

踏
み
込
め
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要

で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
は
次
の
よ
う

に
考
え
ま
し
た
。
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全国精神保健職親会の活動紹介

全国４地域
で開催！！

01

日
本
財
団
助
成
に
よ
る

２
０
２
０

－

２
０
２
１
年
度

障
害
者
雇
用

「
事
例
か
ら
学
ぶ

　

   
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」事
業

企業がどのように障害者雇用に取り組ん
でいけば良いかを学べる場が各地域に
欲しい。

問題解決のためのポイント５

１
学びの場は、参加者同士が交流しやす
い規模で継続的に開催されることが望
ましい。２
学びの場には福祉・医療などの支援機
関も参加することが望ましい。これにより
雇用側と支援側それぞれの視点の交流
が起こることが期待される。

３
学びの場では、参加者の経験や意見を
共有、交流することができるグループ討
議のプログラムを必ず設定する。４
グループ討議の前段には、障害者雇用
の取り組み事例の報告を行う。これによ
り討議が活性化され、参加者の視野の
広がりや学びの深まりが期待される。

５



　

こ
う
し
て
企
画
し
た
の
が
「
事
例

か
ら
学
ぶ
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業

で
す
。日
本
財
団
の
助
成
で
実
施
さ

れ
る
こ
の
事
業
で
は
、
東
北
（
宮

城
）
、関
東
（
東
京
多
摩
）
、関
西
（
京

都
）
、九
州
（
福
岡
）
の
全
国
４
地
域

で
、学
び
の
場
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、そ
れ
を
契
機
と
し
て

障
害
者
雇
用
を
支
え
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。し
ご
とM

entor 

４
号
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
事

業
期
間
を
１
年
延
長
し
て
開
催
さ
れ

て
き
た
、各
地
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。
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web 配信

web 配信

web 配信

web 配信

web 配信

各地の協力団体
2021 年度事業分

東北地区（宮城県）

● 宮城ダイバーシティ企業連携協議会
● 宮城就業支援ネットワーク
● 株式会社大場製作所（当法人理事）

● 有限会社まるみ （当法人理事）

● 特定非営利活動法人わかくさ福祉会

関東地区（東京都）

● 京都障害者雇用企業サポートセンター

近畿地区（京都府）

● 一般社団法人ワークネット北九州（当法人理事）

● ATU ホールディングス株式会社

● 社会福祉法人 北九州障害者福祉事業協会
　 とりはた玄海園就労センター

● 一般社団法人 Bridge

九州地区（福岡県）

京都府 京都市

開催地 形 式

福岡県 福岡市

宮城県 仙台市

東京都 八王子市

福岡県 北九州市

京都府 京都市

宮城県 仙台市

東京都 港区

東京都 八王子市

近畿地区

九州地区

東北地区

関東地区

九州地区

近畿地区

東北地区

事業報告会

関東地区

8月

９月

10月

11月

１月

１月

３月

３月

３月

24 日

17日

26日

19日

15日

19日

４日

９日

17日

2021

2022

会場+web配信

会場+web配信

会場+web配信

会場+web配信



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

開
催
レ
ポ
ー
ト　
　
　

‐　
　
　

東  

北　
　
　

‐　
　
　

関  

東　
　
　

‐　
　
　

近  

畿　
　
　

‐　
　
　

九  

州　
　
　

‐

精
神
障
害
や

発
達
障
害
の
あ
る
人
の

雇
用
を
考
え
る
際
の
基
礎
知
識

　

代
表
的
な
精
神
疾
患
に
つ
い
て
脳
の
機
能
障

害
と
い
う
観
点
か
ら
、そ
し
て
診
断
基
準
の
変

化
や
知
識
の
普
及
な
ど
で
注
目
が
増
え
た
発

達
障
害
に
つ
い
て
、疾
患
や
障
害
の
特
徴
と
そ

れ
を
踏
ま
え
た
支
援
や
雇
用
管
理
、合
理
的
配

慮
の
提
供
に
当
た
っ
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、企
業
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
求
め
て
い
る

か
、そ
れ
に
対
し
て
支
援
機
関
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
提
供
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、重
要

な
視
点
を
提
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。支
援
の
実

践
を
長
年
重
ね
て
こ
ら
れ
た
相
澤
氏
な
ら
で
は

の
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
好
評
で
し
た
。

　

ド
ラ
イ
デ
ン
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
は
保
険

事
務
の
心
臓
部
で
あ
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
セ
ン

タ
ー
。約
3
0
0
名
の
職
員
の
内
、障
害
を
持
つ

メ
ン
バ
ー
は
22
名
（
う
ち
精
神
障
害
3
名
、発

達
障
害
1
名
）
。本
社
は
東
京
と
仙
台
の
2
拠

点
体
制
だ
が
、建
物
の
構
造
上
、東
京
本
社
で

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
実
現
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、障
害
者
雇
用
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
仙

台
の
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、総
務
チ
ー
ム
が
現
場
で
フ
ォ
ロ
ー
し

き
れ
な
い
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お

り
、そ
れ
に
よ
り
上
司
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り

や
支
援
の
専
門
職
と
の
密
な
連
携
な
ど
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。ま
た
、チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
の
配
慮
事
項
を
理
解
す
る
〝
自
分
の
取
り

扱
い
説
明
書
〟
や
、採
用
時
に
本
人
の
特
性
や

入
社
後
の
業
務
に
マ
ッ
チ
す
る
か
を
丁
寧
に
拾

う
〝
マ
ッ
チ
ン
グ
面
談
〟
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
も
、支
援
機

関
な
ど
を
繰
り
返
し
訪
問
し
て
情
報
を
集
め
、

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
実
践
し
た
積
み
重
ね
の
結

果
と
の
話
で
し
た
。中
で
も
、障
害
者
雇
用
へ
の

理
解
促
進
の
た
め
の
社
内
勉
強
会
を
繰
り
返

し
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、会
社
が
推
奨
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
動
先
に
障
害
者
施
設
を

選
定
し
、障
害
者
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し

て
、一
般
社
員
の
障
害
理
解
に
努
め
て
い
る
と
い

う
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　

県
北
の
栗
原
市
に
あ
る
株
式
会
社
大
場
製

作
所
は
、自
動
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、建
設
機
械
な

ど
の
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
を
製
造
す
る
企
業

で
、30
年
も
前
か
ら
精
神
障
害
者
を
雇
用
し
て

い
ま
す
。東
日
本
大
震
災
の
後
、取
引
先
か
ら
大

幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
迫
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

協
力
事
業
著
と
し
て
N
P
O
法
人
サ
ン
・
エ
ー
を

12

東
北
地
区

宮
城
県

第１回　in 仙台

開催日時
2021 年 10月 26日（火）
13:30-17:00

開催形式
web 配信

レポート
NPO法人 全国精神保健職親会 
三原 卓司

仙台では企業や就労支援機関の担当者が有志の
集まり「宮城ダイバーシティ企業連携協議会」

（MDK）を結成し、定期的に情報交換を行うなど
の活動を行っています。仙台でのワークショップ
は、縁あってMDKの協力を得て開催する運びとな
りました。

仙台市障害者就労支援センター
はたらポート仙台
チーフアドバイザー

相澤  欽一 氏

プルデンシャル生命保険株式会社
ドライデンカスタマーセンター
総務チーム チームリーダー

山内  享 氏

株式会社 大場製作所  取締役会長
NPO法人 全国精神保健職親会
常務理事

大場  俊孝

話題提供

事例発表 ①

事例発表 ②



設
立
、一
部
の
社
員
を
そ
ち
ら
に
移
行
さ
せ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。現
在
、大
場
製
作
所
と
サ

ン
・
エ
ー
を
合
わ
せ
て
、管
理
者
を
除
く
45
名
の

内
、19
名
の
当
事
者
が
同
じ
工
場
で
働
い
て
い

ま
す
。事
例
発
表
で
は
、両
事
業
所
の
取
り
組
み

は
も
と
よ
り
、栗
原
市
で
の
活
動
に
つ
い
て
も

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
発
表
は
本
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
動
画

を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
参
考
く
だ
さ
い
。

ま
た
、栗
原
で
の
取
り
組
み
は
本
誌
３
号
で
も

取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

報
告 

①

障
害
者
雇
用
を

　  

　
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て

自
然
派
く
ら
ぶ
生
協

専
務
理
事  

山
本 

眞
一
郎 

氏

報
告 

②

就
労
支
援
機
関
は

　 

　 

何
を
し
て
く
れ
る
の
か

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

T
A
L
A
N
T

セ
ン
タ
ー
長  

野
路 

和
之 

氏

　

右
記
の
2
例
を
中
心
に
障
害
者
雇
用
を
進

め
る
中
で
の
企
業
の
経
営
者
と
し
て
の
課
題

と
、そ
の
解
決
の
た
め
の
支
援
機
関
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
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オンライン開催となった第1回の仙台ワーク
ショップでは、Zoomのブレークアウトルー
ム機能を利用してグループディスカッション
を行いました。参加者アンケートでは以下
のようなご意見をいただいています。

第２回　in 仙台

開催日時
2022 年 3月 4 日（金）
14:00-18:00

開催形式
会場 + web 配信

レポート
HP をご覧ください

本イベントは、障害者就労・生活支援センター
TALANTの企業交流会との合同企画で、コロナ
禍の中、WEBでの開催となった。オンライン参加
者と配信会場とを交えた熱い議論がなされ次回
展開への布石となった。

事例報告とパネルディスカッション

関
東
地
区

東
京
都

第１回　in 多摩

開催日時
2021 年 11月 19 日（金）
15:00-17:30

開催形式
web 配信

レポート
NPO法人 全国精神保健職親会 
理事長  中川 均

普段意見交換する機会の少
ない企業と支援機関の方同
士、あるいは他職種の方の違
う視点を通した意見や情報の
交換が大いに学びになった｡

相談の出来るネットワークが
あれば、受入れる企業は多く
なってくるのではないか。

今回はこれから障害者雇用を
進めたいと考えている企業か
らの 参 加 が 1 社 だ けだった
が、それがもう少し増えると、
そういった企業の本音も話し
合えたのではないか。

グループ
ディスカッション



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

開
催
レ
ポ
ー
ト　
　
　

‐　
　
　

東  

北　
　
　

‐　
　
　

関  

東　
　
　

‐　
　
　

近  

畿　
　
　

‐　
　
　

九  

州　
　
　

‐

　

障
害
者
雇
用
を
進
め
る
も
っ
と
も
高
い
ハ
ー

ド
ル
と
は
何
か
？
と
い
う
問
い
に
山
本
氏
の
率

直
な
発
言
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
「
な
ぜ
配
慮
の
必
要
な

障
害
者
と
賃
金
が
同
じ
な
の

か
？
」
、こ
の
疑
問

に
は
簡
単
な
答

え
は
無
い
だ
ろ

う
。
た
だ
一
つ
言

え
る
こ
と
は
障
害

者
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
は
誰
に
と
っ
て
も
安
心

な
職
場
で
あ
る
、と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

日
本
は
こ
れ
か
ら
数
十
年

は
深
刻
な
人
手
不
足
と
な

る
、確
か
にIo

t
(in

tern
et 

on things

）
が
進
む
こ
と
に

よ
る
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
は

進
む
で
あ
ろ
う
が
、同
社
の
よ
う
な
食
に
関
わ

る
仕
事
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
必
要

と
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
あ

る
。障
害
者
を
事
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
一

画
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、逆
説
的
に

は
従
来
の
プ
ロ
セ
ス
が
変
化
す
る
こ
と
を
受
容

す
る
、と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。同
社
の
事
例

か
ら
は
、障
害
者
雇
用
が
変
化
を
受
容
す
る
企

業
（
職
場
）
体
質
を
育
成
す
る
効
果
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
見
て
と
れ
、必
ず
や
成

長
を
継
続
す
る
企
業
に
な
る
こ

と
を
予
感
さ
せ
る
。

　

T
A
L
A
N
T
は
多
摩
地
区
で
は
有
力
な

障
害
者
就
労
支
援
機
関
で
あ
り
、企
業
と
の
伴

走
経
験
か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
障
害
者

就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託
・
運

営
し
て
い
る
。障
害
者
就
労
支
援
と
は
当

事
者
が
望
む
「
働
き
た
い
」
を
企
業
経
営

者
と
と
も
に
実
現
し
て

い
く
、支
援
付
き
の
就
労

か
ら
始
ま
り
企
業
に
定

着
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
同
社
の
実
績
か
ら
読

み
取
れ
る
。

　

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
谷
晋
一
郎
氏

の
「
自
立
と
は
依
存
先
を
増

や
す
こ
と
」
と
の
言
葉
が

あ
る
通
り
、断
じ
て
一
人

で
頑
張
る
こ
と
で
は
な
い

こ
と
を
支
援
を
続
け
な
が

ら
当
事
者
に
気
づ
か
せ
、周
り
の

人
た
ち
の
理
解
を
進
め
る
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
。同
社
の
支
援
と
企
業
経
営

者
と
の
や
り
取
り
か
ら
、筆
者
は
そ
の
よ
う
な

感
想
を
持
っ
た
。
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自然派くらぶ生協  専務理事

山本 眞一郎 氏

障害者就業・生活支援センター
TALANT  センター長

野路 和之 氏

社会福祉法人 県央福祉会
企業応援センターかわさき  所長

荒木 伸義 氏

ディスカッション進行
有限会社まるみ　取締役社長

三鴨 岐子

株式会社 D＆I　代表取締役社長

小林 鉄郎 氏

第２回　in 多摩

開催日時
2022 年 3月 17 日（木）
14:30-18:00

開催形式
web 配信

レポート
HP をご覧ください

グループ
ディスカッション

　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
と

会
場
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た

25
名
が
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
、活
発
な
討
議
が
行
わ

れ
た
。

　

参
加
者
の
中
か
ら
は

「
障
害
者
を
現
場
に
配
置

し
よ
う
と
す
る
と
反
発
が

心
配
」
な
ど
の
本
音
を

語
っ
て
く
れ
た
人
事
担
当

の
方
が
い
た
。筆
者
か
ら

そ
の
方
に
「
な
ぜ
経
営
者

に
相
談
し
な
い
の
？
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は

「
？
」
と
い
う
反
応
で
あ
っ

た
。恐
ら
く
そ
ん
な
こ
と

は
考
え
も
し
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、そ
も

そ
も
障
害
者
雇
用
と
は
経

営
者
に
与
え
ら
れ
た
宿
題

で
あ
り
、そ
の
達
成
努
力

は
経
営
マ
タ
ー
で
あ
る
は

ず
な
の
に
な
ぜ
か
そ
う

な
っ
て
い
な
い
。

　

当
法
人
の
立
場
は
障

害
者
雇
用
こ
そ
経
営
者

自
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
、と
い
う
認
識
で

あ
る
。さ
ら
な
る
啓
発
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ら
れ

た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
あ
っ

た
。



京
都
開
催
の
特
徴

　

一
つ
目
の
特
徴
と
し
て
は
、京
都
府
が
運
営

す
る
京
都
障
害
者
雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、サ
ポ
セ
ン
）
と
コ
ラ
ボ
し
て
開
催

し
た
こ
と
で
す
。サ
ポ
セ
ン
で
は
5
年
前
か
ら

「
業
種
・
企
業
規
模
を
問
わ
ず
勉
強
・
交
流
す
る

会
（
以
下
、勉
強
会
）
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。こ
の
勉
強
会
に
は
企
業
・
支
援
機
関
・

医
療
機
関
・
大
学
・
支
援
学
校
・
行
政
な
ど
約
40

名
が
集
い
、障
害
者
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
に

参
加
者
が
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
事
例
研
究
と

意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。発
足
以
来
、参
加

者
の
共
通
課
題
と
し
て
精
神
・
発
達
障
害
の
あ

る
方
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
コ
ラ
ボ
開
催
が
実
現

し
ま
し
た
。2
つ
目
の
特
徴
と
し
て
は
、参
加
者

が
精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る
方
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
相
互
研
鑽
す
る
中
で
「
職
親
マ
イ
ン
ド
」

に
つ
い
て
考
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
行
動
を
一

歩
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

無
理
な
く	

	

「
職
親
マ
イ
ン
ド
」を
考
え
る
機
会
に

　

今
回
の
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
職
親
マ

イ
ン
ド
と
は
何
か
」
を
無
理
な
く
感
じ
ら
れ
る

テ
ー
マ
を
選
択
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
障
害
の

あ
る
方
を
積
極
的
に
雇
用
し
た
経
験
が
少
な
い

企
業
に
と
っ
て
、い
き
な
り
「
職
親
企
業
」
と
言

わ
れ
て
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
こ
と
も
事

実
で
す
。障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
す
る
こ
と
だ
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近
畿
地
区

京
都
府

雇用マネジメントと実習の重要性

京都では、2021年8月24日に第 1 回目、2022年1月19日に第 2 回目の
「ワークショップin京都」を開催しました。第1回目は直前に京都にも緊急
事態宣言が発出されたため急遽リモートのみの参加形式に変更しました
が、ほぼ予定通りの55名が参加しました。第2回目はハイブリッド開催で
実施でき、80名（会場44名・リモート36名）の参加者で盛り上がりまし
た。「好事例から学ぶワークショップ」という本事業の主旨を踏まえて、両
回とも事例発表・グループワークというプログラム構成で実施し、多くの
方に気づきと人的ネットワーク構築の機会を提供できたと考えています。

障害のある学生支援とインターンシップ

テーマ

テーマ

第１回　in 京都

開催日時
2021 年８月 24 日（火）
14:00-16:50

開催形式
web 配信

第２回　in 京都

開催日時
2022 年１月 19 日（水）
13:00-16:35

開催形式
会場 + web 配信

レポート（ 第 1 回・第 2 回）

NPO法人 全国精神保健職親会
理事  谷垣 信也



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

開
催
レ
ポ
ー
ト　
　
　

‐　
　
　

東  

北　
　
　

‐　
　
　

関  

東　
　
　

‐　
　
　

近  

畿　
　
　

‐　
　
　

九  

州　
　
　

‐

　

私
が
全
国
精
神
保
健
職
親
会
の
賛
助
会
員

と
な
っ
た
の
は
10
年
程
前
。ジ
ョ
ブ
メ
ン
タ
ー

と
い
う
冊
子
（
編
集
注

：

本
誌
の
前
身
）
と
の
出

会
い
だ
っ
た
。そ
れ
か
ら
数
々
の
研
修
会
等
で

お
世
話
に
な
り
、現
在
は
正
会
員
と
し
て
定
例

連
絡
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

福
岡
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
っ
た
が
、自
分
が
就
労
支
援
を
学
ぶ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
方
た
ち
と
画
面
越
し
の
再
会
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。以
下
、特
に
印
象
に
残
っ

た
こ
と
を
記
す
。

け
で
な
く
、
現
場
実
習
や
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
立
派
な
職
親
機

能
の
発
揮
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
職
親
マ

イ
ン
ド
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で

テ
ー
マ
設
定
を
し
ま
し
た
。具
体
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
構
成
は
P
15
の
通
り
で
す
。

　

い
つ
もvfoster
の
中
川
理
事
長
や
保
坂
事

務
局
長
か
ら
「
京
都
は
手
作
り
だ
ね
」
と
言
わ

れ
る
の
で
す
が
、勉
強
会
の
仲
間
が
現
実
に
起

こ
っ
て
い
る
課
題
を
提
起
し
、そ
れ
を
も
と
に

今
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
議
論
に
つ
な
げ

て
き
ま
し
た
。今
回
の
事
例
発
表
に
協
力
い
た

だ
い
た
企
業
・
支
援
機
関
・
大
学
は
勉
強
会
の

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
勉
強
会
で
議

論
し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
事
例
発
表
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、よ
り
本

音
の
議
論
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。ま
た
、今
回
初

め
て
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、経
験
豊
富
な
参
加

者
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
学
び
や
気
づ
き
が

多
く
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。主
な
意
見
は
別
掲

の
通
り
で
す
。

今
後
に
向
け
て

　

２
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
結
果
、 「
企
業
・
支
援
機

関
・
教
育
機
関
・
行
政
な
ど
様
々
な
立
場
の
方

と
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
気
づ
き
に
つ
な
が
っ

た
」
と
の
主
旨
の
意
見
を
一
番
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
れ
は
ま
さ
に「
悩
み
や
疑
問
を
持
つ

参
加
者
に
先
輩
企
業
や
支
援
機
関
の
経
験
を

伝
え
て
共
有
し
、意
見
交
換
す
る
こ
と
で
参
加

者
が
課
題
解
決
に
向
け
て
行
動
し
始
め
る
こ

と
」
と
い
う
本
事
業
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
大
切
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。こ
れ

ら
の
関
係
す
る
組
織
の
連
携
・
歩
み
寄
り
は
永

遠
の
課
題
だ
と
感
じ
ま
す
。本
音
の
意
見
交
換

で
の
気
づ
き
を
ベ
ー
ス
に
、お
互
い
を
理
解
し
一

歩
ず
つ
垣
根
を
低
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
、京
都
で
は
サ
ポ
セ
ン
の
勉
強
会
が
定

期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
議
論
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
だ
け
の
言
い
っ
ぱ
な
し
・
や

り
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
後
も

vfoster

と
し
て
サ
ポ
セ
ン
勉
強
会
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
め
、職

親
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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福岡でのワークショップは、202 1年 9月に 
福岡市からweb 配信、2022年1月に北九州
市から会場参加とweb 配信の 2 回が開催さ
れました。

九
州
地
区

福
岡
県

第１回　in 福岡

開催日時
2021 年９月 17 日（金）
14:00-17:00

開催形式
web 配信

レポート
長崎キャリア支援センター
峰松 弘子 様（当会会員）



こ
れ
か
ら
の
障
害
者
雇
用

～
企
業
・
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る

職
業
能
力
評
価
と
開
発
～

 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、本
人
の
ニ
ー
ズ
実
現
に

向
け
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
、就
労
能
力
や
適
性
、可
能

性
を
決
め
つ
け
た
り
、特
定
の
サ
ー
ビ
ス
に
振

り
分
け
た
り
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

 

就
労
支
援
に
か
か
る
人
材
育
成
・
確
保
の
た

め
、基
礎
的
研
修
や
そ
の
後
の
階
層
研
修
な
ど

の
制
度
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
り
、「
公
的
資

格
」を
位
置
づ
け
る
検
討
も
必
要
。

 

当
事
者
の
働
く
場
を
広
げ
、雇
用
の
質
も
高

め
る
に
は
支
援
職
の
力
量
が
問
わ
れ
る
。企
業

も
支
援
を
求
め
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
の
理
解

が
必
要
で
、「
働
け
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
」

支
援
で
は
な
く
、「
ど
う
す
れ
ば
働
け
る
の
か
を

考
え
る
」
支
援
へ
の
意
識
転
換
も
必
要
。

 

特
別
支
援
学
校
か
ら
の
実
習
受
け
入
れ
か
ら

雇
用
に
つ
な
が
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、2
年
生
時
の
実

習
に
加
え
、3
年
生
時
に
も
得
意
と
す
る
こ
と

を
長
期
間
実
習
し
た
。そ
の
結
果
、即
戦
力
と
し

て
入
社
を
迎
え
る
事
が
で
き
た
。

 
同
業
者
の
依
頼
で
入
社
し
た
Ｂ
さ
ん
は
入

社
後
に
発
達
障
害
が
分
か
っ
た
。い
く
つ
か
業

務
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、家
族
と
の

面
談
、社
員
と
の
面
談
、専
門
機
関
へ
の
相
談

を
繰
り
返
し
、本
人
の
気
持
ち
も
確
認
す
る
な

ど
、模
索
し
な
が
ら
具
体
的
な
対
応
や
配
慮
事

項
を
見
出
し
て
い
っ
た
。

 

社
長
の
経
営
理
念
に
基
づ
く
信
念
が
社
員

の
心
を
動
か
し
、本
人
の
能
力
を
引
き
出
す
だ

け
で
な
く
、社
員
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
参
加
者
に
深
く
刺

さ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

私
は
障
が
い
者
雇
用
推
進
チ
ー
ム
を
牽
引
す

る
立
場
と
し
て
、弊
社
が
求
め
る
人
材
像
や
社
内

で
行
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。事
例
発
表
で
は
一
緒
に

働
く（
編
注
・
障
害
者
雇
用
の
）メ
ン
バ
ー
の
思
い

も
お
伝
え
で
き
た
の
で
、参
加
者
の
皆
さ
ん
が
何

か
を
感
じ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
て
い
れ
ば
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、私
も
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
ま

し
た
。例
え
ば
、障
が
い
を
持
つ
従
業
員
が
生
活

面
で
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、企
業
が
ど
こ
ま
で

関
わ
っ
て
も
良
い
の
か
と
い
う
問
題
。厚
生
労
働

省 

障
害
者
雇
用
対
策
課
の
小
野
寺
課
長
か
ら

は
、ま
ず
は
企
業
に
対
応
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、行
政
と
し
て
も
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
の
連
携
を
様
々
に
考
え
て
い
き
た
い
と
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
も
同
様
の
考
え

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
は
悩
み
な
が
ら

動
い
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、と
て
も
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、他
の
企
業
の
担
当
者
も

社
内
外
の
調
整
に
奔
走
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

私
も
頑
張
ら
ね
ば
と
の
思
い
を
強
く
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

事
例
の
共
有
を
通
し
て
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。今
回
は
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
し
た
が
、ど
ち
ら

の
参
加
方
法
で
も
得
る
も
の
は
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。大
事
な
の
は
こ
れ
か
ら
こ
の
思
い
を

共
有
で
き
る
仲
間
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

後
日
、参
加
者
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
を

拝
見
し
て
、そ
の〝
こ
れ
か
ら
〟は
も
う
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
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第２回　in 北九州

開催日時
2022 年 1月 15 日（土）
13:30-17:50

開催形式
会場 + web 配信

レポート
株式会社パーソナルネット
管理本部 人事部人事課
障がい者雇用推進チーム
久部 亜紀乃 様（当日 登壇 ）

九州産業大学
人間科学部 臨床心理学科
倉知  延章 先生

株式会社平尾自動車工場
代表取締役
松尾  勲 様

話題提供

進行役の温かいファシ
リテーションで本音の
話し合いができた。私
もこの会での学びを生
かし、一 人 一 人の多
様な経験が生かせる
職場、個性をチームの
強みとして生産性を上
げ成果を出せる職場
作りを目指し、一人一
人のキャリア形成・職
場環境整備の仕事に
関わっていきたい。

グループ
ディスカッション

事例発表



　当会が共催団体としてプログラ

ムの企画に関わる「精神障がい者

と家 族 のための 市 民 公 開 講 座 」

は、精神障害について広く一般の

方に知っていただくための市民講

座です。2020年から2021年にかけ

ては、精神障害者の就労をテーマ

に取り上げた We b 配信を 4 回シ

リーズで行ってきました。この内、

2021年5月22日配信の「精神障害

者の就労  ずっと働きたい！を叶え

るために  ～働き続けるための支援

や職場、働き方とは～」では、「人

として～「働く」ことは、なぜ重要な

のか～」の演題で、当会監事でアク

テック株式会社 代表取締役会長の

芦田庄司さんと当事者社員の皆さ

んが登壇され、芦田会長の信念溢

れる講演と当事者体験談に高い評

価をいただきました。その後のパネ

ルディスカッションでは 3 名の精神

科医が司会とパネラーに加わり、

意見交換や事前アンケートへの回

答を行いました。

https://www.smilenavigator.jp/
information/event/shiminkokaikoza/

保健文化賞は、衛生環境が悪化し

ていた戦後の1950年に創設された大

変長い歴史を持つ賞です。わが国の

保健衛生の向上に取り組む団体・個

人に感謝と敬意を捧げる賞として、生

活習慣病対策・高齢者や障害者への

福祉、海外での医療や疾病対策など、

その時代におけるさまざまな課題に継

続的に取り組んでこられた団体・個人 

が顕彰されています。そしてこの度、

第 73 回（2021 年度）のこの権威ある

賞を、当会理事で NPO法人ストロー

ク会 副理事長 の 金子 鮎子さんが受

賞されました。

選考に至った業績として、「長期に

働くことが困難とされている精神障が

い者を長年にわたり働く人として育

成・雇用し、そのノウハウを発 信し

て、雇用施策を促し、障がい者の働

く権利の拡大を通して、就業による

共生社会の実現に貢献している」こ

とが挙げられています。

　なお、受賞者には、厚生労働大臣

から表彰状､主催の第一生命から感

謝状とともに賞金（団体 200万円､個

人 100万円）、朝日新聞厚生文化事

業団・NHK 厚生文化事業団からは記

念品が贈られます。また、当会にゆか

りの深い方では、精神科医の故・岡

上和雄先生が「精神障害者に対する

社会復帰・福祉・職業的リハビリテー

ションに実践面、研究面で開拓的に

活躍」した功績で、第 45 回（1993年

度）の賞を受賞されております。

2020年10月3日（土）
精神障がい者の就労

働きたい！を叶えるために
~希望を支える医療や支援とは~

2021年5月22日（土）
精神障がい者の就労

ずっと働きたい！を叶えるために
～働き続けるための支援や職場、

働き方とは～

2021年8月29日（日）
精神障がい者の就労

働くための一歩を踏み出そう！
～実現するための支援と医療～

2021年11月21日（日）
精神障がい者の就労

働いてみたい！を叶えるために
～最初の 1 歩を踏み出すための 

支援と医療～
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全国精神保健職親会の活動紹介 02

02

市民公開講座

当会 理事

第73回

保健文化賞受賞

精神障がい者と家族のための

金子 鮎子さん
NPO法人 ストローク会  副理事長





　今号の本誌では、2021年度に全国4地区で開催したワーク

ショップの開催レポートを掲載しましたが、制作期間の関係で

事業実施を総括する報告会のレポート収載が適いませんでした。 

この場を持ちまして開催報告に代えさせていただきます。 　本文中で既報の通り、当会では

働きづらさを抱える方の雇用を支

える地域ネットワークの構築を目指

して、全国4箇所でワークショップ

を開催して参りました。その成果が

評価され、2022年度においても本

事業の助成が決定しました。各地

の成果をさらに深耕させるべく、引

き続き関係者と連携を図って参り

ますので、新年度からの活動にも

ご期待ください。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
事
業
期
間

を
延
長
し
て
全
国
４
地
域
で
開
催

し
た
「
好
事
例
に
学
ぶ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」。実
施
年
度
を
替
え
て

も
活
動
の
制
限
は
続
き
、各
地
域

2
回
ず
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
緊

急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
の
合
間
を
縫
う
綱
渡
り

の
運
営
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で

も
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、無
事
に
全
行
事
を
実
施
で
き

ま
し
た
。こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
運
営
形
態
や
雰

囲
気
な
ど
各
地
区
各
様
に
展
開
さ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。障

害
者
雇
用
を
め
ぐ
る
状
況
や
課
題

は
ま
さ
に
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。し

か
し
、ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、違
う
立
場
や
視

点
を
持
つ
方
々
で
同
じ
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、情
報
共
有
や
意
見
交
換
で

き
た
こ
と
へ
の
評
価
も
沢
山
い
た

だ
き
ま
し
た
。お
蔭
様
で
本
事
業

は
2
0
2
2
年
度
も
継
続
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ

う
、さ
ら
に
活
動
を
深
化
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、脚
光
を
浴
び
て
い
る
、新

し
い
組
織
の
形
、ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
。今
号
は
そ
の
歴
史
を
た
ど
り

ま
し
た
。１
９
７
０
年
代
に
イ
タ

リ
ア
で
生
ま
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
で
す
が
、そ
の
理
念
は
、

日
本
の【
職
親
】さ
ん
達
が
目
指

し
て
い
た
も
の
と
全
く
だ
と
感
じ

ま
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
と
呼
ば
れ

る
前
か
ら
、そ
れ
ら
の
企
業
は
見

事
な【
社
会
的
企
業
】で
あ
り
、職

親
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
く
て

も
、素
敵
な【
職
親
】で
あ
る
経
営

者
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

皆
が
助
け
合
っ
て
働
い
て
い
く
。

そ
の
原
始
的
な
営
み
は
、効
率
一
辺

倒
だ
っ
た
時
代
を
超
え
、周
回
遅

れ
で
ぐ
る
り
と
一
周
し
て
時
代
の

最
先
端
に
躍
り
出
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

美
紘
建
興
の
平
中
社
長
、埼
玉

福
興
の
新
井
社
長
、ど
ち
ら
も
ご

自
分
を
【
職
親
】
と
は
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。仕
事

や
社
員
さ
ん
の
事
を
語
る
時
の
優

し
い
眼
差
し
が
、本
当
に
素
敵
で

楽
し
い
取
材
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
隠
れ
た

【
職
親
】さ
ん
を
、発
見
し
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三原 卓司

三鴨 岐子

第 4 巻 第 1 号・通巻 4 号

 大阪市淀川区西中島 5-3-4 新大阪高光ビル 801
　 J SN 地域・企業連携事業部内

 06 - 6307-1616中川 均三原 卓司
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STAFF

NPO法人 全国精神保健職親会（ vfoster ）

＊本誌記事の無断掲載を禁じます。

http://vfoster-activities.org/index.html

2020 - 2021 年度・日本財団助成による
障害者雇用

「事例から学ぶワークショップ」事業

編 集 後 記

開催報告
2022年度

日本財団 助成 が決定

Information

働きづらさを抱える方の雇用マネジメント「事例から学ぶワークショップ」
2020- 2021 年度  事業報告＆全国交流会

開催日時
2022年 3月9日（水）  13:30 -18:30

開催形式
会場参加（ 東京都 港区 ） +  Web 配信

プログラム
基調講演 「 精神障がいがある人への効果的な就労支援 」

九州産業大学 人間科学部 臨床心理学科  教授  倉知 延章 様

特別プログラム 金子鮎子 第73回 保健文化賞 受賞記念 特別座談会
「ともに働く、支援があれば働ける」

全国 4 地域からのワークショップ開催レポート
パネルディスカッション 
ワークダイバーシティを実現する雇用・福祉の連携～本事業の継続に向けて～

  |  ファシリテーター  |　  NPO法人 全国精神保健職親会  理事長  中川 均
  |  　 パネリスト　   |  

厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課  課長  小野寺 徳子 様

九州産業大学 人間科学部 臨床心理学科  教授  倉知 延章 様

全国 4 地域からのワークショップ 開催レポート報告者


